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本教材のねらい
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1.日本語の特徴を捉える教材づくりを試みる。
2.現場の声、現行教科書の課題、学習指導要領のねらいをふ
まえ、現代語のみならず、古典語の学習にも触れること、
系譜的に学習する教材作りを目指す。

3.オノマトペキューブの使用を通じ、立体化、視覚化するこ
とに慣れ、２次元的・３次元的見方を養う。



本教材の特徴
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1.日本語の言語的特徴を分析的に捉えることができる。
2.オノマトペが日常生活の中で効果的に用いられていること
に気づくことができる。

3.オノマトペとは何か問いを立て、定義を立てる過程で、こ
とばを類別する難しさ、楽しさを実感できる。

4.現在の言葉と昔の言葉との間で共通点と相違点とがあるこ
とに気づくことができる。



教職現場の声（一部）

1. ことばのきまり、由来に関する学習単元の指導に難しさを感

じる（→関連する知識・より多くの情報を得たい）。

2. 教科書や指導書には具体的な言語活動が特に書かれていない。

用例は限られている（→授業でも素材として日常の言葉を集

めてくることはできるが、新たな教材としづらい）。

3. ことばの学びを深める指導方法について試行錯誤している。
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国語教科書に見る「言語変化」の扱いと課題

1.国語教科書（小学校高学年）では時代による「言語変化」が扱わ

れ、発展的学習が促されている。高学年に至るまでに、段階的、

効果的に言語音を捉える学習活動が必要。

2.言語の変化にはさまざまなパターンが存在し、扱うにあたり、指

導側にも専門的な知識が求められる。

3.古典語と現代語との共通点、相違点を捉えるための手がかり、言

語活動、より手軽に扱うことのできる教材の開発が期待される。
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国語教科書に見る「オノマトペ」の扱い

1.小学校国語教科書では「オノマトペ」という語を直接的に用い
た単元はないが各社低学年で擬音語・擬態語が扱われている。
例「かたかなを書くことば」（各社）

1.教科書によっては、オノマトペ表現から受ける印象の違い（清
濁・語感の違い）を扱っている。
例「音やようすをあらわすことば」（各社）

1.表現効果を理解し、創作活動に結びつけた教材も見られる。
例「『音』をさがしておはなしづくり」（学校図書１下）



学習展開例ー系譜的学習を目指して

【展開１】日常生活の、音や様子を表

す言葉を探す

【展開２】擬音語・擬態語とは何か問

いを立て、その特徴を捉える

【展開３】文学作品の中の現代語のオ

ノマトペ表現の効果を考える

【展開４】古典作品を用い、描写場面

から推測、時間的変化を捉える
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教材紹介
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解説表示

13

右側解説欄では
古典語オノマトペ（25点）、
オノマトペが扱われている古
典作品、資料名、本文が入っ
ています。
どのような対象、場面で使用
されるかが確認できます。
（なお、用例は、バランスよ
く配置する関係で選択されて
おり、必ずしも初出例ではあ
りません。）



作品一覧
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オノマトペ一覧
：古典語オノマトペを表
示。現代語と大きく異な
るタイプのものと、現代
語と共通するものとが選
ばれています。
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https://images.dnpartcom.jp/cube/onomatopoeia/

https://images.dnpartcom.jp/cube/onomatopoeia/


展開例 小学校低学年

16

ねらい
〇擬音語、擬態語が日常生活と密接に関わっていることを学習する。
〇身の回りのオノマトペの音の並びを書き方と共に学ぶ。

国語教科書単元例
「かたかなを書くことば」

学習指導要領コード 82102A3113000000
教材例：オノマトペビンゴ



【教材例】低学年〜
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・オノマトペCUBEとは別に、低学年用「オノ
マトペビンゴ」を作成中です。
・この後、紹介する、オノマトペCUBE（底面
図）と対応しています。
・現代語のオノマトペを構成する語（特殊拍を
聞き取り、書き取る力）を促す学習教材です。



展開例 小学校高学年〜中学生向け
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ねらい
〇時間の経過によって言葉が変化してきたことに気付く。
〇現代語と古典語の両時代のオノマトペを対照しつつ、言葉
の変化に関する理解を深め古典語への関心を高める。
国語教科書単元例
「言葉の変化」（各社）
学習指導要領コード 82102D3133000000
教材例：オノマトペキューブ



【教材例】小学校高学年〜中学生向け
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①まず、オノマトペキューブ
（問題版/解説・オノマトペ表示
なし）に含まれる、古典作品の
一場面（描写・絵）を拡大（ア
ップ）したものから、発問する。
→何が描かれている場面か
→昔のオノマトペ表現を推定
→音の並び、特徴を探る
→今と変わらない表現も確認。



例 描かれている場面から

•何の作品だろうか

•どのような情景か

•聞こえてくる音は？

•古典語ではどうだろう？

• ○に何が入る言葉は？

例「○ ○ ○ ○ ○と射て」
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引札類那須与一（京都国立博物館）

出典：国立文化財機構所蔵品統合検索システム
(https://jpsearch.go.jp/item/cobas-5165）



例 底面描かれている画像からー

21

•何の場面が書かれているだろう。

他にどのような表現で表すか考

えてみよう。教科書や他の本か

らも探してみよう。

•音の並びに何か法則性はあるだ

ろうか。

•昔は何と表現しただろうか

あるいは



かかあかかあ ざぶざぶ ひとくひとく ふつふつ ほろほろ

カラカラ
ヒラヒラ

くつくつ

ぼうし つらつら
こうこう

にゃーにゃー さやさや つらつら ひんひん しうしう

つやつや ゆぶゆぶ つぶつぶ いがいが ちうちう

たをたを くるくる たそたそ ゆらゆら けんけん

古典語オノマトペ ②古典語のオノマト

ぺを一覧する→

どのような場面で使

用されるオノマトペ

か考えてみよう。

何の鳴き声を連想す

る？なぜ？

日本語史研究では、さらに詳
しい法則性が扱われています。
（山口仲美著作集5・6巻、擬
音語擬態語4500オノマトペ辞
典など参照）

あるいは



【教材例】小学校高学年〜中学生向け
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③現在提示の、オノマトペ
キューブで何が描かれてい
る場面かを確認。
（現代語と大きく異なるタイプのも
のと、現代語と共通するものが存在す

ることを確認。）

④他の時代での使用例も探
してみよう。


	スライド 1:   【探求型学習】 オノマトペCUBE ーことばの変化を辿るー
	スライド 2:  本教材のねらい
	スライド 3:  本教材の特徴
	スライド 4: 教職現場の声（一部）
	スライド 5: 国語教科書に見る「言語変化」の扱いと課題
	スライド 6: 国語教科書に見る「オノマトペ」の扱い
	スライド 7: 学習展開例ー系譜的学習を目指して
	スライド 8:  教材紹介 
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13: 解説表示
	スライド 14: 作品一覧
	スライド 15
	スライド 16: 展開例　小学校低学年
	スライド 17: 【教材例】低学年〜
	スライド 18: 展開例　小学校高学年〜中学生向け
	スライド 19: 【教材例】小学校高学年〜中学生向け
	スライド 20: 例　描かれている場面から
	スライド 21: 例　底面描かれている画像からー
	スライド 22
	スライド 23: 【教材例】小学校高学年〜中学生向け

